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なぜ、石炭火力にバイオマスを？：省エネ法

｜ 5出典：資源エネルギー庁、「石炭火力検討ワーキンググループ 中間取りまとめ概要」、2021年4月23日、
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/sekitan_karyoku_wg/pdf/20210423_1.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/sekitan_karyoku_wg/pdf/20210423_1.pdf


なぜ、石炭火力に
バイオマスを？：FIT
再生可能エネルギーの固定価格
買取制度(FIT制度)とは？
➔再エネを普及し、環境負荷
を低減するために2012年に
導入された制度。

➔私たちが払う電気料金の一
部が、FIT制度が認定した再
エネ事業を支えている。

｜ 6経済産業省公表データをもとにFoE Japan作成。

急増している燃料の多くが、

➢ 輸入木質ペレット
➢ PKS
➢ パーム油、など



なぜ、石炭火力に
バイオマスを？：FIT

｜ 7

● 石炭火力へのバイオマス混焼にも
FIT認定が40件（2023年6月時点）
○ うち36件は非効率石炭
亜臨界圧（Sub-c）/ 超臨界圧（SC）
に該当する設備を含む

● 石炭火力への混焼は2019年度
以降のFIT新規認定の対象外とな
ったが、既存案件は対象のまま。

⇨石炭火力に再エネ賦課金が
支払われ、石炭火力の延命に。



バイオマスはカーボンニュートラル？
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• 森林が伐採され、他の用途に変換されれば、

森林・落ち葉や枯れ枝・土壌が蓄えていた炭素が

放出される。

• 天然林の開発後、植林・プランテーションに

転換された場合も炭素貯留の差分が放出される。

木材の排出量に関しては、国立環境研究所「日本国温室効果ガスインベントリ報告書 2021年」p.3-16を参照。



急増するバイオマス発電燃料の輸入量
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ペレットは、
・ベトナム
・カナダ
・アメリカ
から輸入。

生産地によっては、

老齢林や原生林の伐採
を伴うことが問題視さ
れている。
→長年蓄えられてきた
炭素の放出のほか、
生物多様性の損失にも

武豊火力も

この3カ国の
ペレットを
使用。



日本政府への提言

❏バイオマス混焼の有無に関わらず、一刻も早く脱石炭を達成する
こと

❏バイオマス混焼・専焼に対する支援を行わないこと
❏廃棄物以外の燃料を使うバイオマス発電を再生可能エネルギーの
対象から外し、補助金等による支援を行わないこと

❏バイオマスの燃焼段階のCO2排出を発電所ごとに計上するよう、
義務づけること

❏バイオマス燃焼のCO2排出を消費国がカウントし、自国の炭素勘
定に含めること

｜ 10
出典：FoE Japan他、「【NGO 共同声明】石炭火力発電のバイオマス混焼および専焼化はグリーンウォッシュ：ー気候変動を加速さ
せ森林生態系を破壊する」、2023年7月10日、https://foejapan.org/issue/20230411/12275/

https://foejapan.org/issue/20230411/12275/

